
エルシーブイ FM 第 87 回放送番組審議会 

 

 

１．日時  2021 年 9 月 28 日（火）13 時 30 分から 14 時 30 分 

 

２．場所  諏訪市四賀 エルシーブイ株式会社 本社 

 

３．出席者 委員定数 6 名 

出席委員 5 名      佐久 秀幸  委員長 

宮坂 ちとせ 副委員長 

小山 靖    委員 

岩波 尚宏  委員 

山岸卓三郎  委員 

 

欠席委員 1 名      花岡 光昭  委員 

 

 

放送事業者側 6 名      深井 賀博  代表取締役社長 

            大野 弘信  専務取締役 

佐久 章展  放送制作部長兼制作課長  

吉田 和晃  放送制作部 FM 制作課長 

八幡 聡   放送制作部企画広告課長 

                  中島 裕子  放送制作部 FM 制作課 

                  

 

４．議事次第 

  ・番組審議会 佐久秀幸委員長より開会の挨拶 

・「それなり電鉄」について審議 

  

5．議事の概要  

【審査番組】 

  諏訪地域に暮らす様々な人をゲストに迎えるトーク番組。「それなり電鉄」という

番組のタイトルのように、架空の電車に乗り合わせたイメージで演出。 

高校生をゲストに、学校や課外生活といった日常生活の話を聞くとともに、地元の

企業やイベント PR なども紹介する。 

「諏訪地域に住む高校生たちの日常をラジオに乗せて」を合言葉に、2017 年 1 月に

スタートし、9 月末で 245 回目の放送を迎える。 

 



「それなり電鉄」に関する、主な意見としては 

 

  ・若い人の話が聴けて楽しい企画 

 

  ・果音を効果的に使用していて良かった 

 

  ・地域の人が活動を発表する場となっていて良い 

 

  ・地元企業の協賛で番組が出来ていて、番組で地元の企業を盛り上げているのを感じた 

 

  ・諏訪圏外から来た人の諏訪地域の感想が聴けて良かった 

 

  ・パーソナリティの話し方が軽快で深夜放送に合っている 

 

  ・様々な人の話を聴いてみたくなったので、ゲスト出演する人の人脈を作ってほしい 

 

  ・パーソナリティの力でゲストの話を深堀してほしい 

 

  ・出演した高校生には大人へ対しての意見や将来の夢を聞いてほしかった 

 

  ・大人と高校生が話し合えるようマッチングしてみたらよい 

 

  ・電車に乗っているという設定の一貫性を感じられない 

 

  ・中吊りコーナーでは商品が分かるようなコメントをしてほしい 

 

  ・パーソナリティの職業を活かせるようなトーク展開を期待したい 

 

  ・深夜 24時からの放送で誰が聴いているのか（出演する高校生は聴けるのか） 

 

  ・高校生が興味を持てる内容か疑問がある 

 

・ゲストの話を聴いて「すごいですね」だけではなく次のステップに繋がるように 

進行したらどうか 

 

  ・リスナーが増えるネットワークを作るといい 

 

   

 以上、各委員から多数のご意見を頂きました。 


